
「蔵
王
の
魅
力
の

一
つ
に
」

「日
本

一
か

っ
こ
い
い
男
」
と
も
呼
ば
れ
る
実
業
家
の

白
洲
次
郎

（１
９
０
２
～
８５
年
）
が
山
形
市
蔵
王
温
泉
に

建
て
た
山
荘

「ヒ

ュ
ッ
テ

・
ヤ
レ
ン
」
が
今
年
、
築
６０
年

と
な
る
。
４
日
に
開
か
れ
る

「国
際
樹
氷
サ
ミ
ッ
ト
ｉ
ｎ

山
形
蔵
王
」
で
、
同
市
の
佐
藤
孝
弘
市
長
ら
が
視
察
、
懇

談
す
る
。
同
山
荘
の
保
存

・
活
用
運
動
に
携
わ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人

「元
気

。
ま
ち
ネ

ッ
ト
」

（東
京
都
）
の
矢
日
正
武

代
表
理
事
は
「蔵
王
温
泉
や
山
形
市
、
県
の
資
産
と
し
て
、

活
用
方
法
を

一
緒
に
考
え
て
ほ
し
い
」
と
期
待
を
寄
せ
て

い
る
。
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飼
順
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白
洲
次
郎
が
建
て
た
山
荘

「ヒ
ュ
ッ
テ

・
ヤ
レ
ン
」

ミ

察

サ

視

氷

う

開

きょ

国

山
荘
は
、
自
洲
が
東
北
電

力
の
初
代
会
長
だ

っ
た
１
９

５
７
年
に
建
て
た
。
ｌ
階
部

分
が
玉
石
を
積
ん
だ

コ
ン
ク

リ
ー
ト
製
、
２
階
部
分
は
木

造
。
延
べ
床
面
積
は
約
７０
平

方
房
と
こ
ぢ
ん
ま
り
と
し
て

い
る
が
、
１
階
に
居
間
と
ホ

ー
ム
バ
ー
、
２
階
に
カ
ウ
ン

タ
ー
も
あ
る
オ
ー
プ
ン
キ

ツ

チ
ン
の
し

ゃ
れ
た
造
り
だ

っ

た
。
自
洲
は
上
手
に
ス
キ
ー

が
で
き
な
い
、
ひ
ゅ
―

っ
と

曲
が
れ
な
い
と
い
う
意
味
を

込
め
て

「ヒ

ュ
ッ
テ

・
ヤ
レ

ン
」
と
名
付
け
た
と
い
う
。

自
洲
は
、
吉
田
茂
元
首
相

の
側
近
と
し
て
、
終
戦
後
の

占
領
下
で
連
合
国
軍
総
司
令

部

（
Ｇ
Ｈ
Ｑ
）
と
渡
り
合

っ

た
人
物
。

そ
の
後
、
山
荘
の
所
有
者

電
線
が
複
雑
に
張
り
巡
ら
さ
れ
た
山
荘
の
１
階
部
分
。
廃
材
も
利
用

し
て
建
て
ら
れ
た
＝
い
ず
れ
も
山
形
市
蔵
王
温
泉
で

20,7年 2日 4日 (土)毎日新聞に掲載 rr

自洲次郎山荘 築60年

山
荘
の
２
階
部
分
の
構
造
を
説
明
す
る
矢
口
正
武
さ
ん
。
大
き
な
力

ウ
ン
タ
ー
テ
ー
プ
ル
登

一重
窓
、外
の
冷
気
を
取
り
入
れ
た
食
品
保
管

ス
ペ
ー
ス
な
ど
、当
時
と
し
て
は
珍
し
い
工
夫
が
多
く
残
っ
て
い
る

は
代
わ
り
、
し
ば
ら
く
は
リ

フ
ト
管
理
者
や
ス
キ
ー
教
室

の
宿
舎
な
ど
と
し
て
使
わ
れ

た
。
傷
み
が
目
立

つ
よ
う
に

な

っ
た
こ
と
も
あ
り
、
自
洲

の
足
跡
や
思
い
を
伝
え
る
場

と
し

て
活
用

で
き
な

い
か

と
、
矢
口
さ
ん
ら
が

「旧
白

洲
次
郎
山
荘
保
存

。
活
用
の

会
」
を
設
立
。
募
金

へ
の
協

力
を
呼
び
掛
け
、
改
修
な
ど

を
進
め
て
い
る
。

白
洲
は
蔵
王
を
観
光

。
保

養
地
と
し
て
知
ら
れ
る

「サ

ン
モ
リ

ッ
ツ
」

（
ス
イ
ス
）

に
見
立
て
て
、

「東
洋
の
サ

ン
モ
リ

ッ
ツ
」
に
し
た
い
と

考
え
て
い
た
と
い
う
。
矢
回

さ
ん
は

「サ
ン
モ
リ

ッ
ツ
の

よ
う
に
年
間
を
通
じ
て
楽
し

め

る
山

岳

リ

ゾ
ー
ト

と
し

て
、
山
荘
が
蔵
王
の
魅
力
の

一
つ
に
な
れ
ば
」
と
話
す
。

４
日
の
サ
ミ
ッ
ト
は
、
国

内
の
三
大
樹
氷

エ
リ
ア
と
さ

れ
る
蔵
王

・
八
甲
田
山

。
森

吉
山
の
魅
力
を
連
携
し
て
発

信
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
山
形

。

青
森

。
北
秋
田
の
３
市
長
が

集
ま
り
、
初
の
サ
ミ
ッ
ト
形

式
で
行
わ
れ
る
。
会
議
や
交

流
会
の
後
、
関
係
者
が
同
山

荘
を
訪
ね
、
親
睦
を
深
め
る

予
定
だ
と
い
う
。

すか
．．
摯


